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硬組織疾患基盤研究センター
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学会発表数

社会活動

競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）

挑戦的研究(萌芽)「マイクロ流体デバイスを
用いた血中循環がん細胞クラスター抽出法の
開発」

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担 研　究　題　目

小守壽文・教授 日本学術振興会 代表
基盤研究(S)「軟骨細胞特異的Runx2エンハン
サー制御機構の解明と変形性関節症治療薬の
開発」

小守壽文・教授 日本学術振興会 代表
特別研究員奨励費「軟骨細胞の骨芽細胞への
分化転換の分子機構と骨髄内骨芽細胞の起源
の解明」

住田吉慶・准教授 日本学術振興会 分担
基盤研究Ａ「遺伝子搭載自己組織化ナノデバ
イスを応用した新規骨再生基質の開発」

住田吉慶・准教授
国立研究開発法人日本医療研究
開発機構

分担
再生医療シーズ開発加速支援「高機能細胞E-
MNC (CA-702)の治験開始に向けた研究開発」

住田吉慶・准教授 日本学術振興会 分担

氏名・職 委　員　会　等　名 関　係　機　関　名

住田吉慶・准教授 代議員 日本再生医療学会

小守壽文・教授 評議員 日本骨代謝学会

小守壽文・教授 編集委員 Japanese Dental Science Review

小守壽文・教授 編集委員
International Journal of Molecular
Sciences

小守壽文・教授 編集委員 THE BONE

小守壽文・教授 編集委員 Journal of Bone and Mineral Metabolism

大場誠吾,住田吉慶,野田さわこ,朝比奈泉: インプラント周囲組織の再生. 長歯月報 746: 19-20, 2020.

朝比奈泉,住田吉慶,井隆司,岩竹真弓,本間遼,関誠,増田治史,浅原孝之: 日本医療研究開発機構（AMED）再生医療

実用化研究事業：難治性唾液腺萎縮症に対する高機能細胞治療薬E-MNCに関する臨床研究, 委託研究開発成果報

告書（公開）. 日本医療研究開発機構（AMED）（Web） :  2020.

南里篤太郎,南里篤太郎,古賀喬充,住田吉慶,朝比奈泉,大場誠悟: インプラント治療における自家非完全脱灰象牙質

を用いた歯槽骨再生療法に対する予後の評価. 日本再生医療学会総会(Web) 19th:  2020.

本間遼,本間遼,住田吉慶,井隆司,井隆司,岩竹真弓,吉田貴子,朝比奈泉: 放射線性委縮唾液腺の組織再生に対する

Effective-mononuclear cells(E-MNC)治療の作用機序解析. 日本再生医療学会総会(Web) 19th:  2020.

岩竹真弓,住田吉慶,長村登紀子,朝比奈泉: アクチン脱重合型臍帯由来間葉系幹細胞による新規骨再生細胞治療薬

の開発. 日本再生医療学会総会(Web) 19th:  2020.

緒方 絹子,大場 誠悟,住田 吉慶,朝比奈 泉: GBR法におけるポリ(L-ラクチド・ε-カプロラクトン共重合体)生体吸収

性膜の安全性・認容性に関する探索的臨床研究. 日本口腔インプラント学会誌 33(特別号): 252, 2020.
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基盤研究(B)「病因関連分子と治癒関連分子を
基盤とした薬剤関連顎骨壊死の新規分子標的
治療法開発」

小守壽文・教授 日本学術振興会 分担
基盤研究(A)「遺伝子搭載自己組織化ナノデバ
イスを応用した新規骨再生基質の開発」

ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ・ﾗｳﾀﾞﾚｽﾎﾙ
ﾍ・ﾙｲｽ・特任研究員

日本学術振興会 代表

若手研究「Applying the anti-inflammatory
phenotypes of macrophages to reverse
salivary gland inflammation in mice with
abnormal phosphatase SHP2 expression」

秦　昕・特別研究員 日本学術振興会 代表

スタート支援「Elucidation of the
molecular mechanisms for the Impaired
bone formation in disuse osteoporosis and
GC-induced osteoporosis using Fkbp5
knockout mice」

松裏恵子・特任研究
員

日本学術振興会 代表
基盤研究(C)「rRNA生合成の調節因子Noppl40
の骨格形成における役割の解明

姜 晴・助教 内藤記念科学振興財団 代表
2020年度内藤記念女性研究者研究助成金「軟
骨細胞の骨芽細胞への分化転換機構と骨髄内
骨芽細胞起源の解明」

小守寿人・特任研究
員

日本学術振興会 代表
若手研究「骨芽細胞特異的ノックアウトマウ
スを用いた破骨細胞分化におけるSp7の機能解
析」

姜 晴・助教 日本学術振興会 分担
基盤研究(S)「軟骨細胞特異的Runx2エンハン
サー制御機構の解明と変形性関節症治療薬の
開発」

姜 晴・助教 日本学術振興会 代表
若手研究「The study of a novel Runx2
target, Tem8, in skeletal development and
chondrocyte apoptosis」

住田吉慶・准教授 日本学術振興会 分担
基盤研究(C)「インプラント埋入誘発性BP製剤
関連顎骨壊死に対する革新的治療法の開発」

住田吉慶・准教授 日本学術振興会 分担

住田吉慶・准教授 ジーシー株式会社
骨再生誘導法（GBR法）による骨造成治療におけるＬ-ﾗｸﾁ
ﾄﾞ・ε-ｶﾌﾟﾛﾗｸﾄﾝ共重合体新規生体吸収性メンブレンの安
全性評価に関する研究

住田吉慶・准教授 日本学術振興会 分担
基盤研究(C)「アクチン動態に基づく臍帯由来
間葉系幹細胞における骨芽細胞分化誘導法」

住田吉慶・准教授 日本学術振興会 分担
基盤研究(C)「ウィルスベクターを用いた遺伝
子活性化基質による骨再生療法の創製」

住田吉慶・准教授 日本学術振興会 分担
基盤研究(C)「高機能細胞治療薬E-MNCを用い
た放射線性顎骨壊死の治療法の確立」

住田吉慶・准教授

住田吉慶・准教授 セルアクシア株式会社 高機能細胞E-MNCの機能に関する研究

住田吉慶・准教授 メガカリオン株式会社 iPS細胞由来巨核球画分の歯周組織再生に及ぼす影響

日本学術振興会 分担
基盤研究(C)「組織常在CD34陽性細胞の分化機
序を標的とした放射線性唾液腺萎縮症の治療
薬の開発」
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特　許

その他
　非常勤講師

　新聞等に掲載された活動

小守壽文・教授
The two studies question
function of bone hormone
osteocalcin

The Scientist 2020年5月

オステオカルシンが、ホルモ
ンとして糖代謝やテストステ
ロン産生、筋量維持に働くと
したこれまでの定説が誤って
いることを示した。

氏名・職 職（担当科目） 関　係　機　関　名

住田吉慶・准教授 客員教授（大学院指導） McGill大学歯学部

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日
活動内容の概要と

社会との関連

氏名・職 特　許　権　名　称 出願年月日 取得年月日 番号

住田吉慶・准教授
ﾋﾄ臍帯由来間葉系幹細胞から骨
芽細胞の製造を目的としたｱｸﾁﾝ
重合阻害剤による分化誘導技術

2018年3月30日 2020年10月30日 特許第6785516号

小守壽文・教授
ﾋﾄ臍帯由来間葉系幹細胞から骨
芽細胞の製造を目的としたｱｸﾁﾝ
重合阻害剤による分化誘導技術

2018年3月30日 2020年10月30日 特許第6785516号

住田吉慶・准教授
iPS巨核球由来因子（iMDF）によ
る骨・歯周組織再生技術

2020年10月27日 出願中 特願2020-180042
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